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特発性正常圧水頭症（idiopathic Normal Pressure Hydrocephalus, iNPH）では歩行
や姿勢保持障害が特徴的であり、パーキンソン病類縁疾患（進行性核上性麻痺、

レビー小体型認知症など）における歩行障害との鑑別診断が重要である。本邦で

は 2014 年 4 月から、パーキンソン症候群の画像診断として[(123)I]FP-CIT 
(Ioflupane I 123, DaTscan) SPECTが保険診療適応となり、iNPHとパーキンソン病
類縁疾患との鑑別診断における有用性に期待が掛けられている。黒質線条体ドー

パ ミ ン 神 経 機 能 の 検 査 に は 、 [(123)I]FP-CIT SPECT の ほ か に 、

18F-fluoro-L-dihydroxy	
 phenylalanine (18F-DOPA) PET検査などがあり、我々は
過去に 46症例の Possible iNPHに対し 18F-DOPA PETを実施し、iNPHにおける
黒質線条体機能異常の割合、パーキンソン病類縁疾患合併の実態、シャント効果

への影響、臨床経過を検討してきた。そして、[(123)I]FP-CIT SPECTの臨床応用
が開始されてから約 50症例の Possible iNPHに対して[(123)I]FP-CIT SPECTを実
施し、臨床症状やシャント効果への影響を検討してきた。今回は、これら異なる

二つの核医学検査法を iNPH に応用した経験を報告し、iNPH における黒質線条
体神経機能低下の実態と、特に汎用化されつつある[(123)I]FP-CIT SPECTの iNPH
診療における有用性について検討をおこなう。 
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